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日 本 鱗 下 学会 第 32 回 大 会 一 般 講 演 要旨 (1985 年 ・ 大 阪 ) 


: 1985 年 11 月 10 日 


講演 日 
会 。 場 : 大 阪 市 立 自然 史 博 物 館 


1. オオ カバ マダ ラ 雌 の 移動 と 空間 分 布 鈴木 芳 人 ・M. P. ZALUCKI (近畿 ) 

蝶 の 雌 が 交尾 に よっ て 雄 か ら 受 け と る 精 包 や 付属 腺 か ら の 分 秘 物 を 栄養 源 に 用 いて いる こと が BOGGS 
ら に よっ て 実証 され て 以来 , 雄 ば か り で な く 雌 も 配偶 者 を 得る た め に 積極 的 に 行動 する 可能 性 が 指摘 され 
て きた . と の 可能 性 は , 精 包 の サイ ズ が 大 きく 頻繁 に 肉 が 交尾 する 種 ほ ど 高 いと 考え られ る . オオ カバ マ 
ダラ は これ まで 知ら れ て いる 限り 雌 の 変 尾 回 数 が 最も 多い 種 の ひと つ で あり , オー スト ラリ ア の 個体 群 に 
つい て 調査 し た 結果 で は 平均 約 8 回 に 達する と 推定 され た . そこ で , 本 種 雌 の 空間 分 布 や 移動 か 雄 の 存在 
に よっ て 実際 に 影響 を 受け る か 否 か を 調べ る た め に , 除去 操作 を 含む 標識 再 捕 実験 と 個体 群 の 構造 に 関す 
る 広域 一 斉 調査 を 行っ た . その 結果 , パッチ ( 食 草 の 群落 ) に お ける 雌 の 滞在 時 間 と 成虫 の 性 比 ( 奴 の 割 
合 ) と の 間 に は 正 の 相関 の ある こと が 明らか と な っ た . さら に , ペッ チ の 成虫 密度 を 約 1/2 に 低下 させ る 
と , 性 比 を 変え な い 場 合 に は 雌 の 滞在 時 間 は 変化 し な か っ た が , 性 比 を 下げ る と 雌 の 移出 率 が 上 昇 し た . 
この 結果 は , オオ カバ マダ ラ の 雌 が 配偶 者 を 得 や すい バッ チ に 長 時 間 と ど ま る 傾向 の ある こと を 強く 示唆 
し て お り , 雄 の 性 的 干 歩 が 上 典 の パッ チ か ら の 移出 を 促進 する と いう 従来 の 見 解 が , 少く と も 本 種 に つい て 
は 成立 し な いこ と を 示し て いる . さらに, パッチ 当り の 総 産卵 数 に 影響 する 要因 に 関す る 多 変量 解析 を 行っ 
た 結果 , 総 産卵 数 が 雌 数 で は な く 雄 数 と 有意 な 相関 の ある こと が 明らか と な っ た . 以上 の 結末 より , オオ 
カバ マダ ラ に お いて は 精 包 と いう 栄養 源 が 雌 の 産卵 に と に と っ て きわ め て 重要 な 資源 で あり , その 得 や すさ が 
雌 の 移動 性 や 空間 分 布 , さら に 産卵 に 大 き な 影 響 を 及ぼ し て いる と 結論 され た . 




















2. 小笠 原 諸島 中 硫黄 島 産 リ ュ ウ キュ ウム ラサ キ に つい て 二 町 一 成 ・ 福 田 晴夫 (九州 ) 

1984 年 3 月 か ら 1985 年 1 月 に か け て 採集 され た 東京 都 小 笠原 諸島 中 硫黄 島 産 の リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ 
279 頭 (174 や 104 の 1 ず ) と, その 内 の 2 みず よ り 採 卵 飼 育 し た 137 の を 検 し た 結果 , 次 の よう な こと が 明 
ら か に な っ た . 

1 . 中 硫黄 島 で は 少な く と も 同時 期 に は 本 種 は 定着 し て お り , 同島 に 生息 する 蝶 頻 中 の 最 優先 種 で ある . 

2. 生息 し て いる 型 は 海洋 島 型 (ZZ ssp. gr.) が 主 型 で , 他 に フィ リピ ン 型 (ssp. 2/ め の eSS う , 台 
湾 型 ssp. を ezz2), 大 陸 型 (ssp. jacintha), それ に 赤 斑 型 (ssp. 9772) も 季節 に よっ て は 飛来 し て いる 
こと が 確認 され た . また 先住 の 海洋 島 型 と 他 型 と の 交 雑 子 係 らし い 個体 も み ら れ た . 

3. 本 種 で よく 問題 に され る 性 比 に つい て は 飼育 し た 4 系 統 の ぁ 化 率 及 び 羽 化成 虫 の 性 上 比 よ り し て , 単 
性 系 (すべ て ず ) と 両性 系 が 認め られ た . 

4. 食 草 に 関し て は 現地 で の 確認 に は 至っ て いな い が , 採集 者 の 観察 や 飼育 時 の 状況 より みて , ヒル が 
オォ 科 の サッ マイ モ で は な いこ と , 湿地 が ほとん ど な く ヒュ 科 の ツル ノ ゲ イ ト ウ , ヒル ガオ 科 の エン サイ ( ヨ 
ウゥ サイ ) の 可能 性 も 少な いと と な どか らし て , 羽化 し た 成虫 が 順調 に 食し た アオ イ 科 の キン ゴジ カ が 最 有 
力 と 考え られ た . 

な お 約 3000 km 離れ た 生息 地 よ り 飛 来 し た と 考え られ る 大 陸 型 は 1 頭 で , その 個体 が 間 性 で あっ た . 














3. 突発 型 害 中 アワ ヨ ト ウ の 飛来 侵入 調査 に つい て 平井 一 男 (東北 〉 

1985 年 4 月 17 日 か ら 7 月 29 日 まで , 秋田 県 米代 川 流域 の 3 地点 (鷹巣 , ニッ 井 , 能代 ) お よび 盛岡 の 
草地 に お いて , 誘引 源 と し て は 糖蜜 又は 合成 性 フェ ロモ ン を 誘 峨 器 に 入れ , アワ ョ トッ ウゥ の 侵入 を 調査 し た . 
糖蜜 は 北 農 式 で 2 週間 に 1 回 , 性 フェ ョ モン は 武田 薬品 KK 製 で 1 か 月 に 1 回 交換 し た . 初 飛来 は 5 月 6 
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日 に 盛岡 の 糖蜜 で 観察 され , 同時 期 に 秋田 で も 認め られ た . その 後 5 月 15 日 , 23 日 , 7 月 23 日 , の 計 4 
流 に 比較 的 多数 の 侵入 が 各 調 査 地 で み ら れ た . 秋田 の 6 トラップ (名 誘引 源 3 個 ) に は 期間 中 125 頭 , 成 
岡 の 同数 トラ ッ プ で は 62 頭 誘引 さ れ た . 秋田 で は , 糖蜜 に 100 頭 と 多く , 性 フェ ロモ ン 25 頭 , 盛岡 で は 
逆 に 糖 密 26 頭 , 性 フェ ロモ ン 36 頭 で あ っ た . 橋 蜜 へ の 誘引 虫 の 雌 率 を みる と , 秋田 419%, 盛岡 42.2% と 
雌 の 誘引 が 少な めで あっ た . 

調査 地 別 の 捕獲 数 (トラ ッ プ は 性 フェ ロモ ン 1, 糖蜜 1) と 海岸 か ら の 距離 の 関係 を みる と , 海岸 か ら 
10 km, 16 km の 能代 , ニッ 井 で は 51 頭 , 52 頭 で あ っ た が , 35 km, 88 km の 鷹巣 , 盛岡 で は 22 頭 , 21 頭 , 
と 半数 以下 に な っ た . ニッ 井 の 調 査 地 の 東方 に 位置 する 標高 200 m 以上 の 山 な み が 飛 行 を さえ ぎっ た も の 
と 理解 され た . 能代 , ニッ 井 で は 糖蜜 に 多く 入り , フェ ロモ ン の 9 倍 以 上 . 内 陸 2 地点 で は 逆 に フェ ロモ 
ン に 多く 入っ た . 第 一 次 侵入 地 と 考え られ る 海岸 より の 2 地点 で は , 侵入 成虫 の 吸 密 習性 と そこ に 蜜源 が 
少な か っ た こと が 糖蜜 へ の 飛来 を 多く し , さら に , 多数 降下 し た 侵入 個体 群 の 雌 と 合成 性 フェ ロモ ン と の 
競合 が 誘起 され , フェ ロモ ント ラッ プ に 相対 的 に 入ら な か っ た も の と 考え られ る . 地上 天気 図 に お ける 低 
気圧 の 移動 と 侵入 成虫 数 の 関係 を みる と , 中 国 華 中 に 発生 し た 低 気圧 が 新潟 北部 と 宮城 中 部 を 結ん だ 線 以 
北 を 通過 し た 時 に 多く の 成虫 が 運ば れ て きた . な お , 調査 地 の 草地 に お ける 幼虫 の 発生 密度 は 少な か っ た . 











4. Jamides 属 (ルリ ウラ ナミ シジミ 属 ) お よび その 近 縁 属 の 分 類 学 的 再 検討 広渡 俊哉 (九州 ) 

Jamides 属 お よび その 近 縁 属 と 考え られ る Nacaduba 属 ( ア マミ ウラ ナミ シジミ 属 ), Prosotas 属 (ヒス 
ウラ ナミ シジミ 属 ) に つい て 各 属 の generic character を 再 検討 し , 各 属 の 単 系 統 性 に 関し て 考察 を 加え 
た . 

1 . Jamides HOBNER, [1819] 

次 の 斑紋 ・ 色 彩 等 に より 3 つの 種 群 (oczxs 群 , celeno 群 , euchylas 群 ) が 認め られ る . この う も bochaus 
I に 他 め 竹生 を 遇 者 だ 科 な の 以下 の 特徴 が 認め られ た . 

. 包 交 尾 器 . Ring の 背面 は 著しく 狭い 帯状 に な り , brachium の 先端 は 失 ら ず ヘ ラ 状 に な る . 
a 群 や 近 縁 属 と 同様 
に お よび L-group の 刺 毛 が 長く な る が D。 が 微 刺 毛 化す る ( 他 の 種 群 で は 根 棒 状 の D。 を 有する ). 腹 脚 の 
鉛 爪 の 数 は , 刺 毛 配列 ・ 刺 毛 形態 が 原始 的 で ある と 考え られ る Lampides boeticus (ウラ ナミ シジミ) な ど 
を 含め て , ヒメ シジミ 亜 科 で は 一 般 的 に 4 本 (2 対 ) で ある の に 対し て 6oczzs 群 の み が 2 本 (1 対 ) で あ 
る . 

これ ら の こと か ら bochkus 群 は 単 系 統 性 が 高い と 推定 され る が , 従来 本 属 全体 を まとめ て いた 次 脈 の 形 
質 (前 次 第 11 脈 と 第 12 脈 を 結ぶ 1 本 の 分 枝 を 持つ と と ) は 安定 し た も の で は な く 属 の 形質 と し て 不 十分 
な の で , 今後 本 属 の generic character お よび その 単 系 統 性 に つい て さら に 検討 する 必要 が ある と 考え ら 
れる . 

2. Nacaduba MOORE, [1881] 

前 交 理 面 基部 の 条 線 の 有無 に より berenice 群 , avana 群 の 2 種 群 が 認め られ る . ヤ 変 尾 器 の 形態 も 非常 
に 多様 で 従来 本 属 を まとめ る 明確 な 形質 は 何一つ 示さ れ て いな か っ た が , ざ 交 尾 器 と くに 内 部 生殖 器 の 形 
態 が 非常 に 特異 で し か も 均一 で あり , 本 属 は これ に よっ て 特徴 づけ られ る 顕著 な 単 素 統 群 で ある こと が 推 
定 さ れ た . すなわち ヒメ シジミ 亜 科 で は 一 般 的 に corpus bursae は 細長 く , 一 様 に 細い ductus seminalis 
が ductus bursae の 交尾 口 付 近 に 開口 する . し か し な が ら 本 属 に 含ま れる 種 で は corpus bursae は 球状 で 
大 型 の signa が 発達 し , ductus seminalis は 次 A BN EN RA 
し た が っ て 次 第 に 太く な る と いう 特徴 を 持つ こと を 明らか に し た . 

3. Prosotas DRUCE, 1891. 

そ 交 尾 器 の 形質 すなわち ring の dorsum が 大 型 で ある こと, valva が 一 様 に 単純 で 末端 部 は 背 方 に 起立 
する 突起 に な る こと な ど に より , 本 属 は 自然 群 で ある と し て 前 属 と 区 別 さ れ て いる . 今回 新た に @ 交 尾 器 
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